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い
原
因
に
は
、
低
賃
金
や
残

業
、
休
日
出
勤
の
多
さ
な
ど

の
労
務
環
境
が
挙
が
り
、
そ

れ
ら
の
改
善
に
加
え
、
人
材

確
保
・
育
成
を
可
能
と
す
る

経
営
基
盤
の
確
立
や
、
将
来

的
に
建
設
産
業
が
地
域
を
支

え
て
い
く
た
め
に
は
、
公
共

事
業
予
算
の
確
保
が
不
可
欠

と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め

た
。

　

坂
本
会
長
は
、「
入
職
者

が
少
な
い
一
方
で
、
現
場
代

理
人
ク
ラ
ス
の
高
齢
化
が
進

み
カ
バ
ー
す
る
の
が
容
易
で

は
な
い
。
若
年
者
を
一
人
前

に
育
て
る
の
に
も
時
間
を
要

す
る
」
と
技
術
者
確
保
の
難

し
さ
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
復

興
需
要
の
あ
る
現
状
の
事
業

量
は
安
定
し
て
い
る
も
の

の
、
先
行
き
に
は
懸
念
を
示

し
、
震
災
前
の
受
注
競
争
に

戻
り
会
社
と
し
て
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
こ
と

を
心
配
し
た
。
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
も
課
題
に
挙
げ
た
。

　

自
民
党
県
連
か
ら
は
、
事

業
量
確
保
に
理
解
が
示
さ
れ

た
ほ
か
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
に
関
し
て
「
専
門
分
野

ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
意
見
交
換
し
て
い
き
た

い
」「
共
同
し
て
新
た
な
考

え
方
を
出
し
て
い
け
れ
ば
」

な
ど
、
今
後
も
「
人
」
の
問

題
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。

坂 本 幹 夫
（一社）福島県電設業協会
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建
産
連
か
ら
小
野
利
廣
会

長
、
副
会
長
の
坂
本
会
長
を

は
じ
め
役
員
と
事
務
局
23

人
、
自
民
党
県
連
か
ら
は
佐

藤
憲
保
副
会
長
、
吉
田
栄
光

幹
事
長
、
渡
辺
義
信
政
務
調

査
会
長
ら
14
人
が
出
席
し

た
。

　

小
野
会
長
が
「
建
設
業
の

現
状
が
県
民
に
な
か
な
か
浸

透
し
て
い
か
な
い
が
、
建
設

業
審
議
会
で
は
、
全
委
員
か

ら
危
機
管
理
産
業
と
し
て
の

建
設
業
の
必
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
っ
た
」、
吉
田
幹
事

長
は
「
建
設
業
の
今
後
の
状

況
を
考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ

も
研
さ
ん
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ん
の
意

見
を
政
策
に
取
り
込
ん
で
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

渡
辺
政
調
会
長
が
県
議
会

に
お
け
る
建
設
産
業
関
連
の

動
向
を
紹
介
し
た
後
、
建
産

連
の
構
成
各
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
担
い
手
確
保
・
育
成
の

取
り
組
み
と
現
状
を
説
明
し

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
講

師
派
遣
、
上
部
団
体
が
作
成

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
、
教
師
・
親
の
理
解
促

進
な
ど
、
若
年
層
確
保
に
向

け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
も

の
の
、
成
果
が
出
な
い
現
状

が
報
告
さ
れ
た
。
中
間
層
の

人
材
が
少
な
く
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
悩
む
声
や
、
人
材

を
育
て
る
余
裕
が
な
い
な
ど

の
声
も
あ
っ
た
。
一
方
で
入

職
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
団

体
も
あ
っ
た
。

　

取
り
組
み
効
果
が
表
れ
な

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
は
２
月
27
日
、福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
自
民
党
県

連
幹
部
と
の
懇
談
会 

＝
写
真
＝  

を
開
き
、担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
テ
ー
マ
に
意
見
を

交
わ
し
た
。建
産
連
側
か
ら
は
一
部
で
回
復
の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、人
材
不
足
と
そ

の
対
応
に
苦
慮
す
る
現
状
が
示
さ
れ
、採
用
や
育
成
を
行
う
上
で
の
土
台
と
な
る
事

業
量
の
安
定
的
な
確
保
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。当
協
会
の
坂
本
幹
夫
会
長
は
入

職
率
の
低
さ
や
現
場
代
理
人
の
高
齢
化
な
ど
県
内
電
気
設
備
業
界
の
課
題
を
挙
げ
た

上
で
、復
興
後
の
事
業
量
減
少
と
そ
れ
に
伴
い
予
想
さ
れ
る
受
注
競
争
の
激
化
に
懸

念
を
示
し
た
。

　

当
協
会
は
２
月
24
日
、郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
、東
北
地
方
整
備

局
の「
出
前
講
座
」を
活
用
し

た
技
術
講
習
会 

＝
写
真
＝  

を

開
き
、電
気
通
信
設
備
に
係

わ
る
積
算
と
工
事
監
督
に
つ

い
て
研
修
し
た
。

　

設
計
・
施
工
の
実
務
を
担

う
現
場
若
手
技
術
者
を
中
心

に
会
員
事
業
所
の
代
表
な
ど

合
わ
せ
て
約
40
人
が
出
席
し

た
。坂
本
幹
夫
会
長
が「
若
年

層
に
対
す
る
技
術
の
継
承
を

図
る
と
と
も
に
、各
社
の
技

術
力
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
習
で
は
、東
北
地
方
整

備
局
企
画
部
情
報
通
信
技
術

課
の
斎
藤
武
課
長
補
佐
を
講

師
に
電
気
通
信
設
備
工
事
の

積
算
と
工
事
監
督
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　

斎
藤
課
長
補
佐
は
積
算
に

つ
い
て「
土
木
工
事
標
準
積

算
基
準
書（
電
気
通
信
編
）」

等
に
基
づ
き
、工
事
費
の
基

本
構
成
か
ら
機
器
費
等
の
取

り
扱
い
な
ど
を
解
説
。工
事

監
督
に
関
し
て
は
書
類
の
簡

素
化
や
電
子
納
品
の
運
用
に

関
す
る
留
意
点
、Ａ
Ｓ
Ｐ（
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
）方
式
を
利
用

し
た
工
事
検
査
な
ど
を
説
明

し
た
。

　

月
刊
誌「
電
気
と
工
事
」

（
オ
ー
ム
社
発
行
）の
３
月

号
で
、
当
協
会
が
昨
年
10

月
に
開
催
し
た
電
気
工
事

に
関
わ
る
女
性
に
よ
る
懇

談
会「
女
性
技
術
者
サ
ロ

ン
」が
紹
介
さ
れ
、女
性
が

活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
当
協
会
の

取
り
組
み
が
全
国
に
発
信

さ
れ
た
。

　
「
電
気
と
工
事
」
は
、
全

国
の
電
気
設
備
工
事
技
術

者
が
愛
読
す
る
現
場
技
術

者
向
け
の
実
務
雑
誌
。
今

回
、
発
災
か
ら
６
年
が
経

過
し
た
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
動
き
を
紹
介
す
る

特
集
の
中
で
、
復
興
需
要

等
に
よ
る
人
手
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
記
事
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　

女
性
技
術
者
サ
ロ
ン

は
、
女
性
の
視
点
か
ら
職

場
環
境
や
担
い
手
対
策
の

改
善
策
を
話
し
合
っ
て
も

ら
い
、
県
内
電
設
業
界
の

活
性
化
、女
性
・
若
年
者
の

入
職
促
進
等
の
ヒ
ン
ト
に

し
よ
う
と
、
協
会
と
し
て

初
め
て
開
い
た
。「
女
性
電

気
屋
さ
ん
が
当
た
り
前
と

な
る
社
会
」を
テ
ー
マ
に
、

会
員
企
業
の
管
理
職
・
技

術
者
等
と
県
の
建
築
・
電

気
技
師
計
15
人
が
日
頃
の

悩
み
や
要
望
を
出
し
合
う

と
と
も
に
、
ヨ
コ
の
つ
な

が
り
を
深
め
た
。

　
「
電
気
と
工
事
」の
取
材

に
は
、
サ
ロ
ン
の
座
長
を

務
め
た
石
川
格
子
東
陽
電

気
工
事
社
長
と
当
協
会
の

大
内
厚
専
務
理
事
が
対

応
。
サ
ロ
ン
開
催
の
意
義

や
懇
談
で
出
さ
れ
た
意

見
、課
題
を
説
明
し
た
。

坂 本 会 長

事
業
量
の
減
少
を
懸
念

県
建
産
連
と

自
民
党
県
連　

担
い
手
確
保
で
懇
談

女性技術者 
サ ロ ン

全
国
に
取
り
組
み
発
信

「
電
気
と
工
事
」３
月
号
に
掲
載

東北地整 
出前講座

積
算
と
工
事
監
督
を
研
修

若
手
技
術
者
ら
40
人
が
受
講

　

当
協
会
は
６
月
２
～
４

日
、郡
山
市
の
県
南
電
気
工

事
協
同
組
合
で
29
年
度「
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術

検
定
試
験
学
科
」受
験
準
備

講
習
会（
学
科
コ
ー
ス
）を
開

催
す
る
。受
講
申
し
込
み
を

５
月
19
日
ま
で
受
け
付
け

る
。会
員
外
の
受
講
も
可
能
。

　

６
月
11
日
の
本
試
験
に
備

え
、
３
日
間（
各
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）の
集
中
講

座
方
式
で
研
修
を
行
い
、各

受
験
生
の
弱
点
克
服
と
実
践

力
ア
ッ
プ
を
図
る
。
28
年
度

に
引
き
続
き
、
ユ
ア
テ
ッ
ク

Ｏ
Ｂ
で
多
く
の
指
導
実
績
が

あ
る
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー
ド

プ
ラ
ン
代
表
が
講
師
を
務

め
、試
験
の
傾
向
と
対
策
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

受
講
料（
消
費
税
込
）は
会

員
１
万
４
０
０
０
円
、一
般

１
万
９
０
０
０
円
。使
用
す

る
テ
キ
ス
ト「
１
級
電
気
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

　

模
範
解
答
集（
平
成
29
年

版
）」（
日
本
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
発
刊
）の
購
入
希
望
者

は
受
講
申
込
時
に
注
文
で
き

る
。テ
キ
ス
ト
代
は
３
７
２

４
円（
消
費
税
、
送
料
、
事
務

手
数
料
含
む
）。

　

申
し
込
み
は
、所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

協
会
事
務
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

４（
５
３
３
）
６
２
３
５
す

る
。問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

☎
０
２
４（
５
３
３
）６
２
２

６（
担
当
＝
大
内
・
佐
々
木
）

ま
で
。

１級電気工事 
施工管理技士

５
月
19
日
ま
で
申
込
受
付

学
科
試
験
の
準
備
講
習
会
６
月
２
～

４
日
開
催
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確
保
・
育
成
や
直
接
（
分
離
）

発
注
、
技
術
力
・
経
営
力
の

強
化
な
ど
建
築
設
備
業
界
の

課
題
を
提
示
。

　

建
築
士
法
で
建
築
士
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
建
築
設
備
士
に
つ

い
て
、
法
令
と
実
態
の
か
い

離
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
影
響
す
る
と
と
も
に
、
も

と
も
と
数
が
少
な
い
中
で
高

齢
化
も
進
ん
で
い
る
と
し
て

「
女
性
、
若
手
の
活
用
が
急

務
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
設

計
者
と
し
て
立
場
が
変
わ
る

よ
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と

奮
起
を
促
し
た
。

　

県
総
合
設
備
協
会（
会
長

＝
坂
本
幹
夫
当
協
会
長
）は

１
月
27
日
、福
島
市
の
ホ
テ

ル
辰
巳
屋
で
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
開
き
、低
炭
素
社
会
の

実
現
に
よ
る
本
県
の
復
興
・

創
生
実
現
と
建
築
設
備
業
界

の
発
展
に
向
け
て
、構
成
３

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

当
協
会
と
県
空
調
設
備
工

事
業
協
会
、県
設
備
設
計
事

務
所
協
会
の
会
員
と
来
賓
合

わ
せ
て
１
９
４
人
が
出
席
し

た
。坂
本
会
長
が「
ふ
く
し
ま

新
生
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
一

翼
を
担
っ
て
い
く
。特
に
地

球
温
暖
化
対
策
は
建
築
設
備

業
界
が
担
う
べ
き
最
重
要
課

題
。低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
て
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
電
力
対
策
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

を
進
め
、復
興
・
再
生
を
成
し

遂
げ
る
一
助
と
な
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

来
賓
の
大
河
原
聡
県
土
木

部
長
は
、
ふ
た
ば
未
来
学
園

な
ど
の
拠
点
施
設
建
設
や
建

築
物
の
耐
震
化
、子
育
て
世

代
や
高
齢
者
に
適
し
た
居
住

環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組

む
考
え
を
示
し「
い
ず
れ
の

取
り
組
み
も
建
物
に
息
を
吹

き
込
む
設
備
工
事
が
重
要
。

皆
さ
ん
の
技
術
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、〝
設
備
は
ひ
と
つ
〟

の
合
言
葉
の
下
に
結
束
し
た

協
会
の
組
織
力
が
復
興
・
創

生
を
支
え
て
く
れ
る
は
ず
」

と
祝
辞
を
述
べ
、杉
山
純
一

県
議
会
議
長
、佐
々
木
孝
男

ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
理
事
長
も
協
会
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

佐
藤
憲
保
自
由
民
主
党
県

支
部
連
合
会
副
会
長
の
発
声

で
乾
杯
し
懇
談
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
田
母
神

秀
顕
県
土
木
部
営
繕
課
主
幹

が
「
建
築
設
備
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て

講
演
し
た
＝
写
真
。

　

田
母
神
主
幹
は
建
築
設
備

工
事
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や

県
建
設
業
審
議
会
の
答
申
内

容
、
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
等
を
踏
ま
え
、
担
い
手
の

復興実現へ組織一丸
県総合設備協会

設備３団体が賀詞交歓会

 

一
年
の
活
躍
を
願
い
乾
杯
す

る
出
席
者（
上
）と
あ
い
さ
つ

す
る
坂
本
会
長  

田
母
神
氏
が
講
演

28年度県営繕設備担当職員との意見交換会

協会からの質問に対する県の回答
(平成28年12月12日開催）

設計

Ｑ
１

意見交換会で毎回、設計の相違が多いとの意見が出るが、状
況は良くなっているのか？施工者側からは正直、変わってい
ないと思う

Ａ
１

過去の意見交換会での意見は設計に反映し、設計の相違が無
いよう改善に努める

Ｑ
２

28年度から国土交通省が試行する「入札時積算数量書活用方
式」を、今後、県でも試行し適用する予定はあるか

Ａ
２

他県の状況を見ているところ

Ｑ
３

建築･電気･機械または別途関連工事との整合性がない。施工
区分を分かりやすく明記してほしい

Ａ
３

各工種間の整合を図り、施工区分の表示により分かりやすい
設計図面の作成に努めている

Ｑ
４

ケーブルの長さなど、設計数量と実施工数量とで差異が大き
い場合がある。実施工数量に近い設計数量にしてほしい

Ａ
４

数量算出は建築関係工事積算基準に基づき積算しているが、
現場状況により設計内容に変更が生じた場合は監督員と協議
してほしい

Ｑ
５

今後、BIMを利用して設計を行う計画はあるか？ Ａ
５

BIMでの設計はどのような工事、規模で行うかなど、検討す
る必要があると考えている

Ｑ
６

機器等の選定で、仕様等が詳細に明記されていてメーカーが
限定されてしまう。同等以上の機器を選定できるように最低
限の仕様の明記としてほしい

Ａ
６

透明性の観点から、設計図書にはメーカーが特定できないよ
うな記載に努めている

監督業務

Ｑ
７

建築工程の遅れが電気工事工程への影響が大きい場合、現場
サイドとしては建築業者との関係悪化をおそれ指摘しづら
い。発注時の工期設定時に設備工事工程分を加味して建築工
事の工期を設定し、建築工事にその余裕分を使い切らないよ
うに指導することは可能か　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ
７

28年10月に県建築・設備工事特記仕様書を改正し、概成工期
の項目を新たに設け、必要な試験調整期間、設備への電源供
給開始時期等を設計図書に明示し、必要な日数を確保するよ
うにしている

Ｑ
８

追加変更に伴った増額の変更契約を速やかに行ってほしい。
下請業者への注文書の発行や支払等が滞ってしまう

Ａ
８

変更契約は時間がかかるため、現場作業に支障をきたさない
よう工事内容変更通知により迅速な対応に努めている

Ｑ
９

工期内に監督員が変更になった際、詳細に引き継ぎがされて
おらず、後任者が工事内容を把握していないため説明が必要
となる

Ａ
９

監督員が変更になる場合は十分な引き継ぎを行うよう努めて
いるが、人事異動等により監督員の変更があることを理解願
いたい

Ｑ
10

土木発注の電気設備、電気通信設備の監督員は、建築側で監
理業務を行った方が説明資料が少なくて済み、工事が円滑に
進む。発注規模にもよるが外部委託等が必要ではないか

Ａ
10

土木工作物の設備工事は基本的に設備職員が監督員を行って
いるが、設備の規模・内容により設備職員ではない場合もあ
る。設備職員が技術支援を行うことも可能なので、支障があ
る場合は当該工事の監督員に相談してほしい

Ｑ
11

設計変更の協議で､特に金額が増加する場合､何度も協議書や
変更案の資料等を提出しているが、決定もせず時間がとられ
他業務ができない（特に第三者監理がいる場合､責任の所在
が不明確となっていると感じる)

Ａ
11

受注者から協議があった場合、現場での工程の遅れやトラブ
ル拡大を防ぐため、できる限りワンデーレスポンスに努めて
いるが、判断が困難な協議の場合は、課内での検討が必要と
なるため時間がかかる場合もあるので理解願いたい

Ｑ
12

監督員によって求められる書類と量が異なることがあった
(前回は不要だったものが、今回は必要になることがあった)

Ａ
12

工事監理書類は、共通仕様書で｢工事着手前に監督員と現場
代理人にて当該工事に必要な書類を確認する｣となっており、
平成23年に工事書類チェックリストを作成している。工事ご
とに必要な書類が異なるため、工事着手前にリストを基に協
議してほしい

Ｑ
13

監督員の業務が多忙のため､現場に影響が出る場合がある。
それに対してのフォローやケアはしているか？ Ａ

13

現場状況の把握は監督員だけでなく上司も含め、組織でフォ
ローするようにしている。監督員が不在か連絡が取れない場
合は、係長等へ連絡し対応を協議してほしい

Ｑ
14

ワンデーレスポンスで対応してくれる監督員もいるが､いま
いち機能していない部分もある。若手監督員の教育や育成は
行っているのか？

Ａ
14

土木部の方針としてワンデーレスポンスによる取組を実施し
ており、迅速な対応には技術力の向上が不可欠なため、建築
職員の専門研修を定期的に行うなど監督員の教育・育成に努
めている

その他

Ｑ
15

電気設備工事において、建設リサイクルデーター統合システ
ム（CREDAS）の作成は再生資源が無くても、また少量でも必
要か

Ａ
15

再生資源が無い場合は必要ない。少量でも再生資源が発生す
る場合は、クレダスにより再生資源利用促進計画書(実施書)
を作成するよう共通仕様書内で定めている

Ｑ
16

地域貢献とは、具体的にどのようなことをすると評価される
のか知りたい。例えば清掃活動やインターンシップ、仮設物
のイメージアップ以外で　

Ａ
16

地域貢献とは、工事の施工に伴って地域社会や住民に対する
配慮、協力等の活動を工事成績評定表の中で評価するもの。
これまでは①地域主催のイベントへ積極的に参加②定期的に
広報誌を配布③現場見学会の開催などが評価されている

Ｑ
17

28年度より県土木部等の入札で電子閲覧・入札が大幅に拡大
されて、移動時間等が削減され大変良かったと思っている。
今後は警察本部、県立高校等の入札でも電子化をお願いした
い

Ａ
17

土木部と農林水産部は全ての工事で電子閲覧・入札としてい
るが、その他の部局は、全工事を対象とするには至っていな
い。今回の意見は担当部署へ伝達したい

Ｑ
18

入札時の設計図書閲覧時に提示される設計図が、画質が悪く
記入文字が判読困難な場合がある。画質の良いものを提示し
てほしい

Ａ
18

判読可能な画質の良い設計図の提示に努めています

Ｑ
19

改修工事の「適切な工期設定」をお願いしたい。現地を調査
して対応する場面が多々出てくるので、時間がかかり工期内
完成が危ぶまれる例がある。また、機器の製作日数が長期に
なるものもあり、メーカー製作期間、納期や監督員側との書
類のやり取り・検査等に係る工程も関係してくるため、それ
らを考慮して設定してほしい

Ａ
19

製作に時間を要する機器は、設計時点でメーカー等に製作期
間を確認し工期を設定しているが、今回の意見を踏まえ対応
を徹底する。受注後の現地調査の結果による変更等や製作
メーカーの事情により工期延長が必要な場合は、監督員へ協
議してほしい

Ｑ
20

見積り依頼について①「提出期日が連休等を挟み短すぎる」
「依頼内容が現地に出向き調査しないと分からない」ケース
がある②仕様､内容等を明確に記載してほしい（「分電盤改造
一式」で終わっているなど）

Ａ
20

見積り依頼にあたっては、可能な限り詳細な内容を記載する
とともに、適正な期間の確保に努めている。提示のあった見
積期間では対応が困難な場合は、県の見積依頼担当者と協議
してほしい
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５
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通
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双
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い
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し
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。
こ
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、
改
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忙
し
い
時
間
を
割
い
て
頂

き
、
私
達
の
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に
貴
重
な

体
験
を
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て
頂
き
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感
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い
ま
す
。

　

貴
社
の
ご
発
展
と
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

福島営業所　ＴＥＬ（024）553-4165
郡山営業所　ＴＥＬ（024）934-3065
いわき営業所　ＴＥＬ（0246）75-0700
楢葉営業所　ＴＥＬ（0240）23-6155

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

意
義
深
い
経
験
に
感
謝

県
立
小
高
工
業
高
校　

岡
田　

正
優

協会のうごき
（本部の主な行事）

【12月】

９日 •工事安全パトロール（松ケ房・玉野地区照明
設備工事）

16日 •現場代理人のためのカンタン解説！変更契約
説明会（白河）

20日 •県営繕設備担当職員と県設備設計協との意見
交換会（郡山）

【１月】

６日 •第３回正副会長・総務委員会合同会議（協会）
•新年挨拶まわり（国・県ほか）

24日～
27日

•インターンシップ支援（相双支部：小高工業
高校）

27日 •福島県総合設備協会「平成29年新春講演会・
新年賀詞交歓会」（福島）

【２月】

９日 •工事安全パトロール（県文化センター）
24日 •東北地方整備局「出前講座」（郡山）

【３月】

７日 •第２回技術・安全委員会（協会）
•第２回広報委員会（協会）
•第４回正副会長・総務委員会合同会議（協会）

28日 •第３回理事会（協会）

「変更契約説明会」 
28年度実施状況

会員・非会員
参加 
社等

参加 
人数

会員 30 264

福島 6 37

郡山 4 73

白河 3 12

いわき 5 74

相双 6 15

会津 6 53

会員以外 3 62

計 33 326
29年3月6日現在

33社等、326人受講

現場代理人のための 
変 更 契 約 説 明 会

建
築
担
当
次
長
に
村
井
氏

５
建
設
事
務
所
で
所
長
交
代

県土木部人事
□県土木部の主な幹部人事（新任分）

▼ 政策監 杉浦　孝幸 (人事委員会事務局次長兼総
務審査課長)

▼ 次長・道路担当 猪股　慶藏 (会津若松建設事務所長)

▼ 次長・都市担当 鈴木　良治 (県中建設事務所長)

▼ 次長・建築担当 村井　弘道 (建築住宅課長)

▼ 参事 寺木　正宏 (都市計画課長)

▼ 建築住宅課長 斎藤　祐一 (建築指導課長)

▼ 建築指導課長 川音　真悦 (営繕課長)

▼ 営繕課長 大竹　健義 (建築住宅課主幹)

▼ 県中建設事務所長 佐藤　善治 (南会津建設事務所長)

▼ 会津若松建設事務所長 小川　辰壽 (河川計画課長)

▼ 喜多方建設事務所長 山口　　登 (港湾課長)

▼ 南会津建設事務所長 磯松　教彦 (道路管理課長)

▼ 相双建設事務所長 井戸川　伸 (道路整備課長)

▼ 富岡土木事務所長 小池　敏哉 (河川計画課副課長兼主任主査)

▼ 相馬港湾建設事務所長 南場　貴史 (土木企画課主幹)

▼ 小名浜港湾建設事務所長 鍋野　浩和 (技術管理課主幹兼副課長)

▼ 福島空港事務所長 郷　　正美 (工事検査課主幹兼専門工事
検査員)

▼ 県北流域下水道建設事
務所長

秋田喜代司 (砂防課主幹兼副課長)

▼ 県中流域下水道建設事
務所長

吉田　裕司 (道路管理課主幹兼副課長)

２年生９人が就業体験
相双支部が協力

小高工高インターンシップ

現場実習する生徒

青
田
電
気
商
会
で
実
習
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新
年
早
々
、
こ
ん
な
感
じ

の
今（
現
代
社
会
）を
思
っ
て

み
ま
し
た
。

　

①
巨
大
な
マ
ネ
ー
の
世
界

市
場
に
対
す
る
暴
走
②
人
口

過
密
と
人
口
爆
発
③
知
恵
と

モ
ラ
ル（
道
徳
）の
教
え
、教

育
制
度
の
世
界
的
見
直
し
④

世
界
的
な
社
会
制
度（
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
）の
疲
労
・
崩
壊
と

困
惑
⑤
社
会
の
危
機
的
イ
ン

フ
ラ
崩
壊
の
再
構
築（
現
代

社
会
の
危
険
な
都
市
構
造
）

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
枯
渇

と
需
要
供
給
の
限
界
＝
社
会

環
境
の
悪
化
⑦
勝
ち
組
と
負

け
組（
貧
富
格
差
の
拡
大
、富

の
集
中
）⑧
巨
大
企
業
の
内

部
留
保
の
資
産
公
開
と
資
産

放
出（
新
た
な
投
資
喚
起
）⑨

政
治
的
統
治
シ
ス
テ
ム
の
不

安
定
性
の
露
呈
と
制
度
疲
労

感（
法
治
国
家
の
根
本
的
見

直
し
）⑩
選
挙
制
度
の
あ
り

方
→
議
会
制
民
主
主
義
の
現

代
社
会
適
合
性
の
崩
壊（
進

ま
ぬ
政
治
→
歯
止
め
の
効
か

な
い
マ
ス
コ
ミ
劇
場
政
治
）

⑪
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
、

新
需
要
創
成
と
供
給
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
規
制
緩
和（
関

税
の
撤
廃
と
自
由
貿
易
→
雇

用
の
問
題
）⑫
世
界
の
人
々

の
現
代
社
会
へ
の
適
合
性
の

限
界（
人
と
し
て
の
ス
ト
レ

ス
の
極
限
状
態
）⑬
安
ら
ぎ

の
無
い
不
安
社
会（
過
熱
な

報
道
と
あ
お
り
）⑭
必
要
の

無
い
情
報
の
蔓
延
⑮
夢
な
き

社
会
と
未
来
な
き
世
界

　

以
上
、
し
っ
か
り
生
き
て

い
か
な
い
と
ね（
三
浦
電
気

工
事
㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

６
年
が
経
ち
、県
北
地
方
の

復
旧
・
復
興
事
業
も
前
年
度

に
比
べ
発
注
量
も
減
り
、一

段
落
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
い
ま

だ
仮
設
住
宅
や
県
外
へ
避
難

し
て
い
る
多
く
の
方
々
が
い

ま
す
。６
年
が
経
っ
た
今
で

も
原
発
事
故
の
被
害
が
続
い

て
い
る
現
状
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、明
る
い
話
題

と
し
て
、
２
０
２
０
年
に
開

催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
追
加
種
目
で
あ
る
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
一
部

試
合
が
福
島
市
の
県
営
あ
づ

ま
球
場
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。周
辺
整

備
や
Ｐ
Ｒ
等
の
活
動
で
、東

日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
災

害
か
ら
の
復
興
の
後
押
し
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種

目
と
し
て
の
開
催
で
す
の
で

日
本
全
国
、世
界
各
国
か
ら

多
く
の
方
々
が
福
島
に
応
援

に
来
て
く
れ
ま
す
。福
島
の

現
状
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、原
発
災
害
の
風

評
被
害
が
払
拭
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
で
す
。

　

野
球
好
き
と
し
て
地
元
福

島
市
で
の
開
催
決
定
は
、大

変
う
れ
し
く
、今
ま
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
会
場
で
見

た
こ
と
が
な
い
た
め
、是
非

と
も
会
場
で
応
援
し
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
す（
㈱
佐
藤

電
気
商
会
・
佐
藤
卓
立
）。

　

と
あ
る
日
曜
日
、
私
は
、

た
ま
に
作
る
昼
食
を
用
意

し
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ま
し

た
。み
ん
な
が
食
べ
始
め
よ

う
と
し
た
時
、
４
歳
の
長
男

が「
お
腹
が
す
い
た
」と
言
っ

て
後
か
ら
テ
ー
ブ
ル
に
来
た

の
で
す
が
、
な
か
な
か
イ
ス

に
座
わ
り
ま
せ
ん
。イ
ス
に

座
ら
せ
て
も
、今
ま
で
遊
ん

で
い
た
も
の
が
気
に
な
る
の

か
、昼
食
が
気
に
入
ら
な
い

の
か
、振
り
向
い
た
り
立
っ

て
み
た
り
と
落
ち
着
き
ま
せ

ん
。

　

私
が「
ち
ゃ
ん
と
座
り
な

さ
い
！
」と
言
う
と
、長
男
は

そ
わ
そ
わ
し
た
後
に
、顔
を

赤
く
し
て「
分
か
ら
な
い
！
」

と
言
い
ま
し
た
。そ
こ
で
私

は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。普
段

か
ら
何
気
無
く
使
っ
て
い
る

「
ち
ゃ
ん
と
」の
意
味
が
分
か

ら
ず
、混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　

話
す
方
に
と
っ
て
は
都
合

が
良
い
言
葉
で
す
が
、子
供

に
限
ら
ず
、受
け
手
側
に
認

識
が
無
け
れ
ば
、
あ
れ
こ
れ

と
考
え
込
む
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け

に
、相
手
を
察
し
て
言
葉
で

迷
わ
な
い
よ
う
に
伝
え
る
こ

と
を
、日
頃
か
ら
心
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

息
子
を
育
て
て
い
る
つ
も

り
で
し
ま
し
た
が
、親
と
し

て
育
て
ら
れ
て
い
る
毎
日
で

す（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
大
槻

尚
）。

　

一
年
前
、
わ
が
家
に
生
後

４
カ
月
の
子
犬
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。ジ
ャ
ッ
ク
ラ
ッ
セ

ル
テ
リ
ア
と
言
う
犬
種
で
、

昌
太（
し
ょ
う
た
）と
名
付
け

ま
し
た
。福
山
雅
治
さ
ん
と

大
泉
洋
さ
ん
が
出
演
し
て
い

る
車
の
Ｃ
Ｍ
に
出
て
来
る
犬

で
す
。

　

19
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
フ

オ
ッ
ク
ス
テ
リ
ア
を
ベ
ー
ス

に
他
犬
種
と
の
交
配
に
よ
り

出
来
た
犬
種
で
、
キ
ツ
ネ
な

ど
の
狩
猟
を
目
的
と
し
、強

い
気
質
を
持
ち
、見
か
け
の

か
わ
い
ら
し
さ
と
は
違
い
、

好
奇
心
が
強
く
、活
発
で
運

動
能
力
が
高
く
、頑
固
で
負

け
ず
嫌
い
、時
に
は
暴
君
と

化
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
「
飼
う
の
に
大
変
な
の
で

は
？
」
と
思
わ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
通
り
で
、
や

ん
ち
ゃ
ぶ
り
は
手
に
お
え

な
い
く
ら
い
で
す（
笑
）。

　

兎
に
も
角
に
も
、「
し
ょ

う
ち
ゃ
ん
」と
の
奮
戦
記

を
今
後
ご
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す（
旭
電

気
工
事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

皆
さ
ん
は
、何
色
が
好
き

で
す
か
。私
は「
紫
色
」が
好

き
で
す
。

　

色
の
意
味
を
考
え
る
上

で
、
イ
メ
ー
ジ
や
好
み
と

い
っ
た
私
的
感
情
も
大
切
で

す
が
、共
感
覚
的
意
味
や
象

徴
的
意
味
、連
想
的
意
味
と

い
っ
た
外
界
に
与
え
る
影
響

を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で

す
。

　

日
米
学
生
間
の
色
の
連
想

に
つ
い
て「
連
想
検
査
法
」に

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
は
、面

白
い
考
察
が
あ
り
ま
す
。黒

や
白
、赤
の
よ
う
に
ほ
と
ん

ど
の
色
か
ら
連
想
す
る
事
柄

は
似
て
い
ま
す
が
、「
青
色
」

に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の

学
生
は
、協
力
・
献
身
・
調
和
・

責
任
を
あ
げ
、一
方
で
日
本

の
学
生
は
、
涙
・
悲
し
み
・
確

信
な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。ア

メ
リ
カ
で
は
青
を
神
や
信
仰

に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

　

文
化
の
違
い
に
よ
っ
て
感

じ
方
や
印
象
も
様
々
で
、自

身
の
考
え
が
他
人
に
も
同
じ

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。公
私
共
々
、

念
頭
に
置
い
て
人
と
接
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・

石
川
格
子
）。

※
参
考
文
献
＝
川
添
泰
宏

（
１
９
８
０
）『
色
彩
計
画
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』
㈱
視
覚
デ
ザ

イ
ン
研
究
所

　

会
津
地
方
も
真
っ
白
な
雪

景
色
か
ら
、
よ
う
や
く
春
の

足
音
が
近
づ
き
始
め
て
い
ま

す
。今
年
は
、例
年
よ
り
花
粉

の
飛
散
量
が
多
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、花
粉
症
の
方
に

は
憂
鬱
な
時
期
か
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、春
と
い
え
ば
桜
の

開
花
情
報
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な

る
頃
で
す
ね
。会
津
地
方
に

も
桜
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。特
に「
桜
の
名
所
百

選
」に
選
ば
れ
て
い
る
鶴
ヶ

城
は
約
１
０
０
０
本
も
の
多

種
類
の
桜
が
咲
き
誇
り
、

鶴
ヶ
城
と
桜
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
絶
景
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、会
津
五

桜（
石
部
桜
、
虎
の
尾
桜
、
薄

墨
桜
、杉
の
糸
桜
、大
鹿
桜
）

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
桜
の
素
晴
ら

し
さ
、感
動
を
味
わ
い
に
花

見
に
訪
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か（
㈱
富
士
工
業
商

会
・
中
島
淑
弘
）。

福

島

支

部

郡

山

支

部

白

河

支

部

相

双

支

部

会

津

支

部

　

今
年
も
花
粉
症
の
症
状
に

悩
ま
さ
れ
る
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

日
本
気
象
協
会
の
発
表
に

よ
る
と
、東
北
地
方
の
花
粉

飛
散
数
は
前
シ
ー
ズ
ン
よ
り

少
な
め
で
、例
年
よ
り
や
や

少
な
く
な
り
そ
う
と
い
う
予

報
。そ
れ
で
も
３
月
に
は
ス

ギ
花
粉
、
４
月
に
入
る
と
ヒ

ノ
キ
花
粉
で
つ
ら
い
時
期
が

続
き
ま
す
。

　

花
粉
症
の
症
状
に
は

「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」が
良
い
と
聞

い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、数
年
前
か
ら

「
レ
ン
コ
ン
」も
花
粉
症
の
症

状
の
抑
制
が
期
待
で
き
る
と

言
わ
れ
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
も
放
送
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

レ
ン
コ
ン
に
含
ま
れ
る
成

分
の
、ム
チ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
抑
え
、免
疫
機

能
を
活
性
化
す
る
効
果
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
レ
ン
コ
ン
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
、薬
な
ど
に
頼

る
だ
け
で
は
な
く
、日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
無
く
し
て
規
則

正
し
い
生
活
を
心
が
け
る
こ

と
が
一
番
の
改
善
に
な
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

来
年
の
春
は
穏
や
か
に
過

ご
し
た
い
も
の
で
す（
事
務

局
・
佐
々
木
樹
代
）。

会

員

の

声

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
復
興
後
押
し

最
近
教
わ
っ
た
こ
と

色

と

連

想

い
わ
き
支
部

わ
が
家
の
愛
犬

「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」

不
確
実
な
社

会
の
始
ま
り

会
津
の
桜
の
名
所





































 

 

┅ ちょっと一服 ! 豆知識 ┅
「未利用エネルギー❶」

　「未利用エネルギー」とは、夏は大気より冷たく、冬は大気
より暖かい河川水・下水などの温度差エネルギーや、工場など
の排熱といった今まで利用されていなかったエネルギーを意味
します。
　具体的には①生活排水や中・下水・下水処理水の熱②清掃工
場の排熱③変電所の排熱④河川水・海水・地下水の熱⑤工場排
熱⑥地下鉄や地下街の冷暖房排熱⑦雪氷熱などがあり、特に雪
氷熱利用は、地方自治体等を中心に活用の取り組みが活発化し
ています。　　　　　　　　　　（出典・エネルギー白書2015）


